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令和６年度 公共施設の未来を考えるワークショップ 第３回 記録【幸区】 
概要 
⽇時 令和６年 8 ⽉ 4 ⽇（⽇）14:00-17:00 
場所 幸区役所４階第１〜４会議室 
参加者数 28 名 
検討エリア 1〜3 グループ：堀川町エリア 

4〜6 グループ：古市場エリア 
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当⽇のグループごとの発表メモ  
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各グループで出された論点メモ  
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【堀川町エリア】 

１グループ 

意⾒交換① 起点施設周辺エリアの将来像を考えよう 

魅⼒的な将来像【図書館や教育施設・勤労者の為の学びの場を充実させて、多世代が交流、融合するまち 治⽔による安全確保を 川とい
う資源を有効活⽤】 
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凡例 ⼀推しシール・・・◎ 推しシール・・・○  

○明るく・キレイで安全な川になり、安⼼して、散歩したり⽔上スポーツもできると良い（◎×２ ○×４） 
・照明があったり、ゴミが少なくて、安全快適に散歩できる道 
・河川の流れ 
・通報機能の強化 
・河川敷が暑い時は⽊陰で休めるような緑が多くてキレイな空間 
・⾃然災害が多いので、切実に今住むまちに住み続けるためのことをする必要がある 

○⾼齢者と⼦どもが集まって⼀緒に遊べると良い（◎×２ ○×１） 
・⾼齢者と⼦どもが共に集まり、⽇常を過ごせる場所があれば良い 
・ゲームなどがある無料の休憩所 
・室内でカラオケやボードゲーム、テレビゲームがある 
・保育施設併設で気楽に集まれるところがある 

○新しい本がいつも閲覧できる蔵書数が多い図書館のような場所があると良い（◎×１） 
・勉強等ができて、机や椅⼦のスペースがあり、蔵書も多い中原図書館のような図書館の充実 
・幸区の図書館は遠く、普段はラゾーナの丸善に⾏くことが多い 
・さまざまな本が⾝近にあると教育レベルが上がり、善悪の判断ができるようになることからも⼤切 
・⼤⼈も興味のレベルが上がり、知識が広がるきっかけになる 

○労働者のための⾃⼰啓発、成⻑できる場（◎×１ ○×３） 
・産業振興館でもっとセミナー等の住⺠や労働者が参加できるものをやってほしい 
・働き⽅改⾰に合わせて、⻄⼝にもたくさんの機能がほしい 
・駅が近いし川崎は労働者のまちだから 
・PC 操作、アロマ、ハーブについての講座などをやってほしい 

○河川敷にみどりを増やしたい（○×２） 
・⽊があると⽇影になってよい 
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・ごみがあり、ハトなどのフンもきたないので、きれいになると良い 

○施設が利⽤できることを皆が知れる（○×１） 
・利⽤できることをもっと広めてほしい 

○待機児童０のまち（○×１） 
・待機児童を０にしたい 

○忙しい働く親世代を⽀える⼦ども⾷堂が充実すると良い 
・⼤⼈も⼊りやすい⼦ども⾷堂 
・時間帯は朝から夜で、皆でタイムシェア 

○⼤⼈数で会議や集会ができる施設がほしい 
・⼤⼈数で会議や集会ができる施設がほしい 
・⼊社式や⾃治会といった会社や地域の⼈が 200⼈規模で集まれる場所 

○多⾔語でサイン表⽰や案内があると良い 
・外国籍の⽅が増えている 
・ネパールの⽅が多い 

○エリア内全体で災害時なども連携できると良い 
・エリア内全体で災害時なども連携できると良い 
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意⾒交換② 起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズを考えよう 
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将来に向けた視点 特定の施設に限らない意⾒ 産業振興会館 相⼿⽅施設 
図書館の充実で知識
を増やせる 

 ○セミナー等でも使える図書館スペースの設置（◎×１  
○×３） 
・４階に庭園があるので、休憩スペースにする 
・外の空気を吸えて⾵景を楽しめる 
・室内では区切りを取っ払ってワンフロアにする 
・図書スペースがあると良い 
・静かに勉強できるエリアになると良い 
・⼩中学⽣も使える 

 

働く⼈の⾃⼰啓発  ○働く⼈の⾃⼰啓発セミナーや⾼齢者の終活、⽣涯学習などをできるようにする 
・働く若者と⾼齢者に対するセミナーをもっと開設してほしい 
・すでにやっていることもあるので知られるようになると良い 
・ミューザにも研修室があって、駅から近くて⾏きやすい 

⾼齢者と⼦どもが遊
べる場 

 ○近隣のいこいの家やこども⽂化センターの分館が産業振
興館会館にあると良い（◎×３ ○×２） 
・南河原の⽼⼈いこいの家は⾏きづらく、古いので、⽼⼈いこい

の家やこども⽂化センター分館をアクセスの良い産業振興会館
に設置してほしい 

・いこいの家とこども⽂化センターがワンフロアにあると良い。
ゲームなどで交流できる 

○⼦ども⾷堂ができると良い（○×１） 
・⼦ども⾷堂 
・キッチン、倉庫、⽔回りの機能がある良い 
・企業からの⾷品寄付を受け付けられる 
・保育園の機能があると良い 
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将来に向けた視点 特定の施設に限らない意⾒ 産業振興会館 相⼿⽅施設 
・川も近く安⼼ 

災害時の安全、地域連
携 

 ○施設をいざという時に避難所として利⽤できると安⼼
（○×２） 
・避難所として利⽤できる設備 
・浸⽔する危険がある地域の⼈たちが避難できるように３階以上

の建物が良い 
・普段は会議室として使⽤する 

 

川という資源の活⽤  ○「川」を資源としている地域のモデルケースを共有する
勉強会を⾏い、災害対策の啓発をする 
・「川」を資源としている地域のモデルケースを共有する 
・他の都市の事例で災害対策と平時の利⽤について知れる 

○川沿いの活⽤ 
・グラウンドやドッグランは川沿いとのつながりがつくりやすい 
・川沿いの街並みを良くすることで、散歩でほっと落ち着いて過

ごせる 
・⾦沢⼋景のまちには川沿いにベンチがある 

 

施設の利⽤促進、周知 ○⾜の悪い⾼齢者も施設に
⾏ける仕組があると良い
（◎×１） 
・コミュニティバスを⾛らせ

て、バス停を設置してほし
い 

○施設情報を⽬⽴つ形で発信して、皆が興味を持ってくれ
るようにしたい（○×１） 
・区のフリーペーパーでレイアウトなどを⼯夫して、利⽤できる

ことを周知 
・他イベント時にアピール 

○ビルをダウンサイズして⼩規模の会議室だけにする
（◎×１ ○×３） 
・会議室の半分はフリーレイアウトで 30 ⼈から 200 ⼈まで段階

○ミューザなど周
辺の施設でホー
ル機能を担保 
・産業振興会館のホ

ールは利⽤率が
低く、また相⼿⽅
施設にホールが
あるため、そちら
で担保すれば良
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将来に向けた視点 特定の施設に限らない意⾒ 産業振興会館 相⼿⽅施設 
的に区分けできるようにしたい 

・ワンフロア壁をなくして会議室のレイアウトが可能になると良
い 

・近所のタワーマンションの会議や企業のセミナーで使えると良
い 

・ホールの利⽤率が低く、周囲にホールがあるため産業振興会館
のホールは廃⽌しその分、需要のある会議室をふやすのはどう
か 

○空いた⼟地にはスポーツが出来るグラウンドやドッグラ
ン、スケボーが出来る場所にする 
・ホールを廃⽌して⼩規模ビルにして、半分はグラウンドにして、

できればドッグランもほしい 

○施設の外構は深呼吸ができる⼼地良い空間にする 
・造園して⼼地よい空間づくり 
・⾒た⽬から深呼吸できる空間 

○和室を活⽤し⽇本⽂化を発信する 
・和室があるので、⽇本⽂化を発信できる取組みがあると良い 

いのではないか 
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2 グループ 

意⾒交換① 起点施設周辺エリアの将来像を考えよう 

魅⼒的な将来像【気軽に使いやすい、多世代が交流できる仕組・しかけ等がある】 
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○みんなが集まりほっとできるエリア、場所がある（○×３） 
・みんながホッとできるスペース、エリアがあるといいな 
・みんなが参加できる歩け会などの窓⼝になる施設が欲しい 
・公園等もっと⼤きな樹があり、その公園内に休憩スペースもある 

◯気軽に使いやすい施設（◎×１ ○×１） 
・若者と⼀緒に安全に使える仕組ができると 
・短時間で楽しめる。仕事帰りなどのちょっとした時間楽しめる 

◯⼦どもが禁⽌されず⾃由に遊べる場所がある（○×１） 
・⼦どもが遊ぶ広場がない（少ない）。公園等の開放の検討（サッカー等） 

◯住み続けられる仕組がある（○×２） 
・若者が住める価格、サービス（⻑期住居特点） 
・若者も⾼齢者も 

◯企業連携で付加価値が上がっている 
・公共交通などの企業との連携で、川崎市で付加価値のあるサービス 

◯既存施設の有効活⽤（○×１） 
・学校施設の解放。プール、運動具など他にも活⽤したい 

◯様々な⼈が使いやすい施設がある（○×１） 
・⼦ども、⽼⼈と区別せず誰でも使⽤できる建物 
・海外の⽅が住みやすい、寄りやすい街。⼦どものバイリンガル化 

◯多世代が交流できる仕組・しかけがある施設（◎×４） 
・⽼⼈が公共の⾏事に参加できる仕組み。例えば保育園の補助 
・多世代が使える施設がある 

◯施設の利⽤⽅法がわかりやすくなる（○×１） 
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・公共施設の内容がわからない（設備内容、利⽤⽅法等） 
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意⾒交換② 起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズを考えよう 
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将来に向けた視点 特定の施設に限らない意⾒ 産業振興会館 相⼿⽅施設 
気軽に使いやすい施
設 

◯健康をキーワードに交流
（○×１） 
・市が運営するお⾵呂の施設 
・気軽に雑談・運動できる場所

の提供 
・健康 UP の使いやすい機能

を！ 

○観光スポットとしても活⽤（○×３） 
・花⽕、天⽂（星）が⾒られる 
・⽔辺（川）とつながる 
・⽔辺の⽴地を活⽤して地元の⼈も観光客も楽しめるように 

 

多世代が交流できる  ◯別々の施設を⼀緒にする（◎×４ ○×１） 
・⽼⼈も⼦どもも⼀緒に楽しめる施設 
・保育所の役⽬、⽼⼈いこいの家を同じ場所へ配置 
・学校の設置 
・⼀緒にすることで交流 UP 
・別々の施設を⼀緒にすることで施設の統合もできる 

◯こども⽂化セン
ター、⽼⼈いこい
の家、他に保育施
設なども統合 
・こども⽂化センタ

ー、⽼⼈いこいの
家、他に保育施設
なども統合 

みんなが集まりやす
いほっとできる場所 

 ◯来たくなるような安全なスペースをつくる（◎×１） 
・クリエイター⾒栄えする 
・誰もが⼊りやすくお茶を飲んだりおしゃべりしたりできる場所 
・暑い⽇は室内でも休める 

 

様々な⼈が使いやす
い 

 ◯⽂化活動の拠点として（○×２） 
・カルチャーセンターみたいな教室やトレーニングをする場所 
・夜間も使⽤できるカルチャー教室 

◯市⺠の活動を⽀援する（○×１） 
・ネットワークをつくり誰もが使ってみようとか⾏ってみようと
思える場所 
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将来に向けた視点 特定の施設に限らない意⾒ 産業振興会館 相⼿⽅施設 
・Gr 活動を⽀援できる場所の設置 
・⼦育て世代の通いたくなる施設、場所を建設 
・⽀援する仕組があることで広がる！ 

施設の利⽤⽅法がわ
かりやすい 

 ◯⾝近に感じることができる名前に！（○×２） 
・ネーミングの変更 
・産業だけでなく名称を SAKURA会館とかに変える 
・今の名称が「産業」のみに⾒えてしまい使えないと思う⼈も多

い 

 

企業連携で付加価値
UP	
⼦どもが⾃由に遊べ
る	

 ◯地元企業の理解UP 
・企業、仕事を知れる、体験できる（⼦ども、学⽣） 
・⼦どもの企画などから企業連携を広げる 
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3 グループ 

意⾒交換① 起点施設周辺エリアの将来像を考えよう 

魅⼒的な将来像【川沿いエリアを、住んで楽しい！ 働いて楽しい！ 歩いて楽しいエリアに！】 
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○室内の遊び場が欲しい（○×１） 
・室内の遊び場、遊具がある 
・⾚ちゃん連れでは⾃宅から近い川崎区側を利⽤している 

◯お散歩が楽しいエリアになってほしい（○×１） 
・ラゾーナを超えてもバリアフリーな散歩が楽しい（⾞椅⼦・ベビーカー） 
・歩きやすい歩道の整備を 

◯週末に⾏きたくなるエリアに！ 
・他県、市外からも週末に⾏きたくなるエリア 
・住みたい、働きたいエリア。⾷べに⾏くようなエリアに 

◯多摩川をもっと⽣かしたまちづくりを！（○×３） 
・川沿いで BBQや花⽕ができる、お正⽉はたこあげ（でもあまり⼈混みにならないように） 
・リバーサイドを活かしたまちづくり。 
・桜並⽊を⽬的地として、様々な施設と連携するための通り道として活かされるといい 
・デートスポットに 例）⼆⼦⽟川 

◯住⺠の世代のアンバランス解消を 
・周辺エリアの居住世代のアンバランスさの是正 
・住んでいる年数、世代などが多様でも、有事の際に助け合える地域になると良いな… 

◯⼩学校が遠いので便利になってほしい（○×３） 
・住んでいる年代がよく使う機能が近くにあると便利。⼩学校など、時の経過とともにフレキシブルに使えるとより良いと思う 
・⼤宮町⼩学校が遠い。駅近に⼩学校がない 

◯⻑時間オープンな公共施設に（◎×１ ○×２） 
・駅の近くに⻑時間オープンしている公共施設、気軽に使えると良い 
・市⺠と市外からの⼈の窓⼝（JR川崎駅付近で利⽤者が多いため） 
・⽂化の発信地（ミューザ川崎等が在るため） 
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・企業と市⺠の接点（古くから起業の拠点があるため） 

◯駅と川をつなぐイノベーションベースになってほしい（◎×４） 
・企業、スタートアップ、イベント 
・スポーツ-DeNA、ショッピング-ラゾーナ、デート・サイクリング-川、⾳楽-ミューザ、ビジネス・産業-ソリッド 
・動物-カワスイ・ルフロン、映画-ラチッタ 
・例）有楽町、東京イノベーションベース。起業できるような拠点 
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意⾒交換② 起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズを考えよう 
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将来に向けた視点 特定の施設に限らない意⾒ 産業振興会館 相⼿⽅施設 
駅と多摩川をつなぐ
イノベーション拠点
に 

◯1000 ⼈規模のイベントホ
ールを！ 
・1000⼈以上のイベントホー

ルをつくる。都⼼部に少な
い 

◯名称変更を！（◎×１ ○×２） 
・産業振興会館の名称変更「カワサキイノベーションハブ」 
・名称を「川崎イノベーションセンター」に 

◯中⼩企業、周辺の企業の拠点にしていく（○×１） 
・中⼩スタートアップのシェアオフィス 
・周辺⼤企業や都内企業との連携 
・法⼈登記OKに 
・東芝、キヤノン等とコラボできる 
・企業がシェアオフィスとして借りることができる 
・安さだけでなく他者とつながれるコワーキング 

◯コワーキングスペースとして、オシャレさ、便利さ、PR
が⼤事（◎×１ ○×２） 
・もっとオシャレなコワーキングスペース。フォトブース、モニ

ターレンタル、20時までオープン 
・起業相談できるように 
・内装を⼈⼯芝やヨギボーで、スタートアップ企業⾵な部屋で会
議できるように。そしてイメージ写真で広報。今は使おうと思
えない 

◯おしゃれなカフェとレストランが必要（◎×１ ○×１） 
・おしゃれなカフェとレストランが必要。 
・地産地消マルシェ、カフェ（川崎の名産品や企業のアンテナシ
ョップ） 

○ミューザの施設
などコワーキン
グオフィスの選
択肢を増やす 
・コワーキングオフ
ィスの選択肢が
増やせるといい 

・ミューザ川崎 5F 
NEDO、K-NIC 

○オシャレなカフ
ェやレストラン
はソリッドスク
エアに少しある 
・オシャレなカフェ

やレストランは、
ソリッドスクエ
アに少しある 

リバーサイドを活か
したまちづくり 

 ◯Kawasaki Cityʼs カルチャーセンター、リバーサイドを
活⽤した教室やワークショップの開催 
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将来に向けた視点 特定の施設に限らない意⾒ 産業振興会館 相⼿⽅施設 
・Kawasaki Cityʼs カルチャーセンター、リバーサイドを活⽤し

た教室やワークショップの開催 
近くの住⺠が使いや
すい機能を 

◯駐⾞場が⾜りないのでソ
リッドスクエアやラゾー
ナなどと連携（◎×１） 
・ラゾーナの駐⾞場と連携。⾞

椅⼦の⼈も市外から来られ
るように、バリアフリー化
を 

◯予約可能期間を⻑くして、予約しやすいシステムに（○×
１） 
・ふれあいネットが⾒にくいので、Google活⽤または LINE 予約。

場合によって、1 年以上前から予約できるように 

◯最新技術に触れて学べる機能があるといい（○×１） 
・地域の⼈が学べる講座がある、⼦どもが ITを学ぶ 
・FabLab 3Dプリンター等 

◯全フロアバリアフリー 
・全フロアお⼿洗い etcバリアフリー化すれば利⽤できる⼈が増
えるのでは？ 

◯地域、区のイベント会場としても利⽤を（◎×１） 
・区のイベント etcも含めて、企業間だけでなく住⺠や遊びにき

た⼈も利⽤・参加できるものがあると良い 

 

⻑時間オープンな施
設にして市の窓⼝に
なるといい 

   

⼦育て世代が使える
室内の遊び場 

 ◯アクティブな使い⽅ができるフロアがあるといい（○×
２） 
・クッションマットを貸出物品に。もしくはクッションフローリ

ング。⼦供が使えるちょっとした遊具も 

◯庭園を⽔遊びに活かす 
・⼦どもが庭園で⽔遊びイベント 
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将来に向けた視点 特定の施設に限らない意⾒ 産業振興会館 相⼿⽅施設 
住⺠の世代のアンバ
ランスの解消 

 ◯⾼齢者の⼒が活かされる仕組みを 
・地元の⾼齢者の⼒を活⽤した保育施設（⼀時預かりを含む） 
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【古市場エリア】 

4 グループ 

意⾒交換① 起点施設周辺エリアの将来像を考えよう 

魅⼒的な将来像【世代を超えたコミュニケーションの充実により、まちの住環境が改善し、魅⼒が増していくまち】 
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○誰でも（シニアの⽅も）分かりやすく情報が得られ、公共サービスを受けられることが⼤切（◎×１ ○×１） 
・⽀援サービス（市町村運営）が分かりやすく利⽤しやすい 
・情報の差がありそう、外に出られない⼈への情報が⾜りない 
・外から⾒えるサイネージに⽉の情報、その⽇の情報など 

○多世代で世代を超えてコミュニケーションできると良い（◎×１ ○×１） 
・とにかく⼈との交流がない実情があるので、⾼齢者、⼦育て世代、ビジネスマンが世代を超えて交流できるまち 
・ごみ捨ての機会でしか会話がない 

○希薄になっている⼤企業と地域のコミュニケーションを充実させたい 
・東芝など⼤企業との地域コミュニケーションが減っている、交流を増やしていきたい 

○買い物不便を解消するために移動販売⾞を誘致したい（○×３） 
・商店街が消えていきすぎて買い物を遠くに⾏かないで済むように店を増やしてほしい 
・移動販売⾞の誘致（⾼齢者が多い） 
・⽀援センター、いこいの家など公共場所を販売拠点に 
・⼿作り作品、フリーマーケット 

○働き世代への魅⼒アップのために、スポーツできる環境をより充実させたい（◎×１ ○×１） 
・古市場エリアの御幸公園のスポーツ施設をよりよく… 
・ランニングなどスポーツ前後に利⽤できる施設などで働き世代の定住に魅⼒がある 
・働き世代に魅⼒的にしたい 
・便利な施設もあると良い 

◯空き地を利⽤して⼦どものボール遊びや壁あてができる環境が増えると良い（◎×１ ○×２） 
・空き地利⽤でボール遊びや壁当て（野球やテニス） 
・⼾建ての空き家増えている 

◯神社の空間も活⽤するしたい 
・神社の広場や社務所を活⽤したコミュニケーションができる 
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・定期化もイベントも OK 

○きめ細やかな移動⼿段を充実させる 
・コミュニティバスの導⼊（この地域にハコモノ的投資より移動しやすさアップ） 
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意⾒交換② 起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズを考えよう 
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

世代を超えて
コミュニケー
ションできる 

◯シニアと⼦どもが物理
的に近い場所で共存で
きると良い（◯×１） 
・⽼⼈は⼦どもと話したい

⼈が多いので、近所で⾏
き来できれば良い場所を
つくる 

・多世代交流・伝承 

◯多摩川に近い⽴地を活かし
て、世代を限定しないカフェ、
軽⾷、多⽬的ルーム、リバース
ポーツなどの多機能な施設に
したい（◎×３ ◯×１） 
・世代を限定しないカフェ、軽⾷と

多⽬的ルーム、リバー施設⽀援の
機能 

◯対象者を限定せずに⾬の⽇に
室内外で遊べる場にする 
・対象者を限定せず、⾬の⽇に遊べ

る場とする。室外には壁当てなど
できる専⽤ゾーンをつくる 

◯わくわくプラザと機能を統合
する 
・わくわくプラザと機能を統合す

る 

 ○市営住宅の⼀画にサテラ
イト包括⽀援センターを
設置して談話室やデイサ
ービス等の遊びの場をつ
くる 
・古市場市営住宅に「みんな

と暮らすまち」のサテライ
ト的な談話室やデイサー
ビス等の遊びの場をつく
る 

 

 

⼤企業と地域
のコミュニケ
ーションの充
実 

◯⼤企業のおまつりを再
開して地域交流のきっ
かけをつくる（◯×１） 
・⼤企業のおまつり再開な

ど地域交流の働きかけ 

   

誰もが分かり
やすく公共サ ◯施設の⼊⼝に利⽤案内

や催事情報をサイネー

 ◯サポート紹介、相談窓⼝ 
・ケアやサポートサービスを

◯同じ⼈ばかりが使わない
よう、柔軟な予約システ
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

ービスや情報
が受けられる 

ジで掲⽰して⽤途を明
確にしたい（◯×１） 
・施設の⼊⼝には利⽤案内

や催事内容を表⽰するサ
イネージを設置して⽤途
を明確に！ 

◯新規の利⽤者を増やす
ために、予約システムを
⾒直して公的なクラブ
活動の枠をつくる 
・予約制の利⽤から半分く

らいは市がメインのクラ
ブ活動へと変えて新規利
⽤と居場所増やす 

・クラブ活動のフレームが
あって個⼈で参加できる 

紹介するイベントや相談
窓⼝を設ける 

 

ムに変更したい 
・野球場の利⽤⽅法（申込等）

の⾒直し（使いやすいよう
に） 

移動販売⾞や
飲⾷など買い
物が充実して
いるまち 

  ◯地元の農家と連携した新
鮮な野菜等の移動販売⾞
の駐⾞スペースを設ける 
・移動販売⾞の普及、主に野
菜（オーガニック） 

・できれば「道の駅」で販売
しているようなものを⾝
近で買えれば 

・近所の農家とコラボ 
・新鮮、まずは今の飲⾷ 
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

◯キッチンカーによる軽⾷
やコーヒーなどで憩いの
場をつくりたい（◎×１ 
○×２） 
・世代を限定せず物品販売や

カフェを設置、多世代のい
こいの場 

健康づくり、
ランニングや
ボール遊びな
どスポーツが
できる、充実
しているまち 

 ◯多摩川に近い⽴地を活かして
リバースポーツの着替え、シ
ャワー施設があると良い 
・多摩川に近い⽴地を活かしてリ
バースポーツの着替え、シャワー
施設があると良い 

◯建物の外壁が多いので、室外
で壁当てできるボール遊びゾ
ーンをつくりたい 
・建物の外壁が多いので、室外で壁
当てできるボール遊びゾーンを
つくりたい 

◯ボッチャの横でお茶を飲
みながら談笑できるよう
な多世代交流の場にした
い 
・多世代交流ともつながる 

◯スパ施設の設置や志楽の
湯の利⽤サポートができ
ると良い（◯×２） 
・“志楽の湯”を健康づくりの

⼀環として市が市⺠の利
⽤をサポート 

・お⾵呂や⾷事などのゆっく
りスペース欲しい 

・鶴⾒区の「RAKUスパ」の
ような施設がもう少し⾝
近にあると便利 

空き地や神社
の空間など、
有効活⽤する 

   ○天満天神社との連携によ
り境内を利⽤して⾜りな
いスペースを補完できる
と良い 
・スペースが⾜りない場合、

キッチンカーとの連携も 



 
 

- 31 - 

5 グループ 

意⾒交換① 起点施設周辺エリアの将来像を考えよう 

魅⼒的な将来像【のんびりと永く暮らすまち】 
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◯古市場といえば“〇〇なまち”と紹介できる 
・何があって何ができるか分かる場所になると良い 
・川があることも魅⼒的だと思う 

◯家の延⻑で活⽤できるスペースのあるまち（◯×１） 
・寝るくらいしかやることのない古市場、家の延⻑くらいで使える施設があるといい 
・古市場の⼦育て⽀援センターは実は広いという噂がある。⼟⽇ももっと使えるようになると良い 

○歩いても暮らしやすいまち（◎×１ ○×３） 
・歩ける範囲で（バスも可）暮らしやすいまちになるといいな 
・買い物がしやすいまちになると良い 

○⾃転⾞以外の移動がしやすいまちになっている（○×２） 
・アクセスの良い場所になると良いのでは？ 

◯永く暮らせるまちになっている（◎×３） 
・孫と住めるまち 

◯道路が広くなるとよい（○×２） 
・道路が広くなるとよい 

◯防災を踏まえて町割の整備 
・防災を踏まえて町割の整備 

◯商業施設など、地域の核になる施設がある 
・商業施設を中⼼とした拠点づくり 

◯⼟⽇こそ⼦育て⽀援センターが利⽤できるとよい 
・⼩学校も開放しているが団体登録が必要になる 

◯⽬標がなく迷⼦になりやすいため、どこに何があるかサインがあるとよさそう 
・迷⼦になりやすい 



 
 

- 33 - 

・碁盤の⽬のようになっていて⾵景があまり変わらない 

◯空き家が活⽤されている 
・未利⽤⼾建の再活⽤ 

◯⼤⼿企業とのまちづくりの協業 
・⼤⼿企業とのまちづくりの協業 

 

【エリアの印象】 
・意外と⼦どもがいる！⾼齢者も多い印象 
・昔は町⼯場があったが今はない 
・古市場の周りに暮らしやすいものがあり、寝に帰っているだけである 
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意⾒交換② 起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズを考えよう 
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

永く暮ら す
（孫と暮ら
す） 

◯まちへの愛着を育める
ような起点施設になる
と良い 
・川崎の⼈は結婚しても川

崎に暮らす印象がある 
・まちへの愛着を育めると
永く暮らすことにつなが
る 

 ◯15:00 以降は⾷堂にして
多世代交流ができる場所
にする（○×１） 
・⼦ども⾷堂等、60歳以下の

⽅々が使えるようになる
と良い。元々の利⽤者の⽅
と利⽤時間が少しクロス
すると交流できる？ 

 

○習いごとができる場所にし、プレイルームなど夜間活⽤で
きるようにする（○×１） 
・ホール、⼤広間を習い事の空間として利⽤可能にしては？ 
・資源活⽤ 
・わくわくの後に⾏ける場にする 
・プレイルーム夜間活⽤の検討 

 

家のように活
⽤できる場が
ある 

 ◯⼟⽇も開放されるなど、利⽤曜⽇と時間が増えると良い（◎
×４） 
・遊具がたくさんあると良い 
・⼟⽇の開放 
・⼟⽇も開放！遊べる場所が欲しい！家にないおもちゃ、遊具で遊
べる 

・利⽤時間を広げる。⼟⽇利⽤できると使いたい⼈が増えるのでは？
使えるようになったことの周知は⼤事！ 

・いこいの家⽇曜⽇も開放！ 
・様々な⼈が利⽤できると顔が⾒える地域になり、安⼼・防犯にもつ

ながる 
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

◯既存の時間以外は全年齢が利⽤できるようになる 
・利⽤時間以外は全年齢への開放 
・60歳未満も使えるようにする 
・年齢制限がない施設 

◯施設をリニューアルするときは機能を半分ずつにする 
・起点施設として安⼼して永く使える施設にする。孫と⽼⼈いこい

の併設 
歩いても暮ら
せる 
道路が広くな
る 
アクセスが良
いまち 

◯公園に⽇よけや東屋が
あると良い（○×１） 
・⾬が降る時も休憩場にな

る 
・公園に⽇よけのテントが
欲しい 

◯エリアの中で買い物が
できる場所が増え、商店
街の活気が戻ると良い 
・商業施設が増えると若い
世代に選ばれるまちにな
るのではないか 

・オレンジ通りの商店街の
賑わいが復活できると良

 ◯⽣鮮⾷品や⽇⽤品などの
買い物ができるようにな
る（○×３） 
・いこいの家で⽣鮮⾷品を買
えるようにする。多世代の
⼈が来れる 

・今は周辺にまいばす、コン
ビニしかない 

・まちのにぎわいができそう 

◯家庭菜園ができる 
・家庭菜園ができるように。
⽣きがい＆健康維持 

・曜⽇や時間限定でも良い 
 

◯⼩学校でも買い物ができ
るようになる 
・⼩学校を⼣⽅・夜に買い物

できる場所にする！ 

◯キッチンカーや屋台など
がある 
・キッチンカー、屋台くらい

の飲⾷物販売 

◯空き室を活⽤し、⼤⼈も
⼦どもも利⽤できる⾃習
室にする 
・市営住宅の空室を公共施設

に転⽤していく 
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

い 
 

 

◯涼める施設を PRする！（○×１） 
・涼める施設（休憩所として） 
・ふらっと⽴ち寄れる 

・市営住宅の中に図書館を作
って、住⺠以外の⼈も使え
るようにする 

◯多摩川管理事務所を⽴ち
寄れる場所にする（○×
１） 
・ちょっと⼿を洗う 
・⽴ち寄れる場になる 
・管理公舎を更地にして家庭
菜園場にする！仕事、⽣き
がい！ 
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6 グループ 

意⾒交換① 起点施設周辺エリアの将来像を考えよう 

魅⼒的な将来像【若い世代が 30年後も住みたいと思えるような⼦育てできる⽣活しやすいまち】 
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○若い⼈が 30年後も暮らし続けるまち（○×１） 
・15〜65 才の⼈が増える必要がある 
・多摩川と商店会、⿅島⽥駅を核として繋ぎ、⼦育て世代が住みやすいようにする 

◯住みたいと思える魅⼒的な⽣活しやすいまち（◎×２） 
・住みたいと思えるには治安が良くて安全なまちであることが必要。暗い細い道があると不安を感じる 
・まちに安いスーパーやジムがあると良い 

◯⼦育てしやすいまち（◎×１ ○×２） 
・働いていると移動のしやすさが⼤切なので、鉄道に近いと良いが駅から遠いなら無料の⾃転⾞駐輪場やバスが充実していてほしい 
・⼦どもを預けられるところがある 
・⼦どもの習い事の時に送迎がある 
・⼦どもが⼤きくなると親としての交流が⼤変なので、プレ妊婦さんなら交流しても良いかも 

◯定期的に⼈が⼊れかわるまち 
・新しい⼈が⼊ってきて街が活性化できると良い 

◯商店街におしゃれな店がある（○×２） 
・商店街におしゃれな店がある 

◯年配の⼈も交流できる（○×１） 
・年配の⼈も交流できる 

◯オンラインを活⽤しながら企業と地域が組んでコミュニティをつくる（○×１） 
・定期的に集まるのは⼤変 
・コミュニティの維持は⼤変なので⼯夫が必要 
・全部をオンラインにすると使えない⼈もいるかもしれない 

◯図書館を使いやすい（◎×１ ○×１） 
・⼦どもの本を借りたりできると良い 
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意⾒交換② 起点施設にあったらいいなと思う機能やニーズを考えよう 
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

⽣活しやすい  ◯誰でも利⽤できて本を読むこと
ができる（○×２） 
・誰でも利⽤できるコミュニティス

ペース 
・⾃由に座ったり寝ながら本を読め

るだだっ広い空間 
・区役所のまわりの公共施設も図書

館と休憩施設が別々になっている 
・図書館の出張所的なものにする 
・⼩学校が近いので活⽤できない

か。昔は⼩学校の図書館を地域の
⼈も利⽤できた 

◯⼦どもの習い事ができる（◎×
１） 
・利⽤時間を⻑くし、放課後に習い
事で利⽤できる 

・⼩学校の隣の⽴地を活かす 
・英会話、ピアノができると良い 

◯健康相談ができる（◎×１） 
・健康相談ができるように、保健
師さんなどが常駐 

・誰でも⾃由に⾏けるように、⾏
く⽬的をつくることが必要 

◯トレーニングできる（○×
２） 
・健康推進のため、健康器具を置

く 
・トレーニンググッズの充実化 

○古市場⼩学校、わく
わくプラザとの連
携 
・地域⼦育て⽀援セン

ターふるいちばと古
市場⼩学校、わくわ
くプラザといった⼦
どもの関連施設が集
まっている。隣にあ
るので連携できると
良い 

⼦育てしやす
い 

 ◯プレママのコミュニティイベン
ト（○×１） 
・プレママ向けコミュニティイベン

トの開催 
・⼟⽇は施設を使っていないので活

⽤できるのでは。ママよりもプレ
ママの⽅を⼤切にしては 
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

住⺠が⼊れか
わる 

    

交流できる  ◯カフェがある（○×１） 
・カフェがある 
・⼦どもを預けてカフェでお茶が飲

める 
・川崎の農産物も買い物できる 

◯⼦どもと⼀緒にものづくりを⾏
う 
・⼦どもとものづくりを⾏う 

 

◯地域サークルなどで⽂化セ
ンターとして使える（◎×
１） 
・⽂化センターへ。趣味の会⽂化
グループの⼀⼤拠点（チラシ） 

・発表会があるようなもの（年 1
回） 

・地域サークル等が借りることが
できる 

・チラシを並べたり、仲間内で使
うことができる 

・現役を退くと趣味のつながりで
広がるが、場所が不⾜している 

・集まるきっかけが必要 
・60 歳以上と限定しないで利⽤

できる 

◯古市場市営住宅 
・古市場市営住宅から

⼦育て⽀援センター
に⼦どもが遊びに⾏
けるようにする 

◯⼦どもと⾼齢者が交流する 
・市営住宅の⼦どもも⾒込んで従来⾯での⼦育て⽀援に加え、園芸⽂化グ

ループの⽼年者も利⽤できる 
・お年寄りと⼦ども、若い⼈が交流できると活性化する 

企業と組む  ◯企業とコラボしながら活⽤する（◎×１ ○×２） 
・企業とコラボ学校 
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将来に向けた
視点 

特定の施設に限らない 
意⾒ 

地域⼦育て⽀援センター 
ふるいちば 古市場⽼⼈いこいの家 相⼿⽅施設 

・⼤企業の地域貢献として、東芝に科学を教えてもらう 
・美容専⾨学校が出張してカット、ネイルをしてはどうか 

 ◯⺠泊などの宿泊施設に変え
て活⽤する 
・宿泊施設 
・⽀援センターの半分ぐらいで利

⽤者数が少ないので、活⽤が必
要 

・みんな利⽤⽤途を分かっていな
いのではないか 

・丸々⼀棟を貸し出し、半額を⽼
朽化への収⼊とする 

・⾵呂もあるので、サークルの夏
合宿としても使える 

S 


